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日本、米国の企業で 30 年に亘って先端高分子材料（膜、ハイドロゲル

など）を活用したカテーテル、人工血管、透析膜などの医療製品の開発を

行ってきた。ベンチャー企業、メビオール社の設立に当たって、地球規模

でさし迫る水不足、土壌劣化、人口の急増などによる食糧危機の解決は革

新的な植物栽培技術の開発にあると考えた。医療分野で開発した膜とハイ

ドロゲル技術を活用し、土と水の役割たすフイルムを用いた植物栽培技術

（フィルム農法、世界 116 ヶ国で特許登録）を開発した。膜により農薬
を大幅に削減できると同時にハイドロゲルにより高栄養化するという思

わぬ効果も得られた。さらに難しい土作り、水やり技術も不要になるため

に、熟練した農家でさえ生産が難しい高糖度トマト（フルーツトマトと呼

ばれ、最も人気の高い野菜）を農業の未経験者でも生産でき、現在、年間

生産量が 3,000 トンに達している。一方、フイルム農法では土が不要にな
ると同時に、水のロスがゼロになるために、不毛の地を再生することが可

能であり、陸前高田市の津波被災地でフルーツトマトの生産を行っている

（４,000 坪）、中国では工場近傍の土壌汚染が危惧される場所でフルーツ
トマトを生産している（18,000 坪）、ドバイの砂漠で実験的にフルーツト
マトの生産を実施している（1,500 坪）。将来、不毛の地が食糧危機を回
避する役割を担うことを夢見ている。 


